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病院危害情報からみた高齢者の家庭内事故 

－死亡原因のトップはやけど－ 

 

国民生活センターでは全国 20 ヶ所に危害情報を収集する協力病院を設け、商品や設

備、サービスでけがをした人の事故情報を収集し、その情報をデータベース化して危

害情報システムとして活かしている。 

2003 年 5 月に危害情報収集協力病院のデータから「危害情報からみた高齢者の家庭

内事故」をまとめて発表したが、今回改めて 2003 年度以降 5年間の情報を集計し、高

齢者の家庭内事故について最新の分析を行った。 

 

１． 高齢者の家庭内事故の概要 

 全国 20 の危害情報収集協力病院から 20 歳以上の事故が 2003 年度～2007 年度まで

で 21,860 件寄せられている。そのうち、20 歳以上 65 歳未満（以下、65 歳未満）の事

故は 15,291 件、65 歳以上の事故は 6,569 件である。 

 これらの年齢層の事故発生場所をみると、「住宅（敷地内を含む）」が 65 歳未満では

53.4%（8,163 件）であるのに対して、65 歳以上では 63.3%（4,158 件）となっている。

65 歳以上のうち、65 歳以上 75 歳未満（全体 3,051 件）では 60.4％（1,843 件）、75

歳以上（全体 3,518 件）では 65.8％（2,315 件）となり、年齢が上がるにつれて住宅

内での事故の割合が高くなることがわかる（図 1参照）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、「事故発生場所＝住宅内（敷地内を含む）」での事故を「家庭内事故」とし、

65 歳以上の高齢者の家庭内事故 4,158 件を中心に分析する。 

今回は前回に比べて全体的な特徴に大きな違いは見られないが、高齢者の家庭内事

故の割合が若干増加している（前回 61.1％）、65 歳以上の高齢者のうち 75 歳以上の割

合が高くなっているという傾向が見られた。 

20 歳以上 65 歳未満 65 歳以上 

図 1 事故発生場所１ 
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（10.8）

36（0.4）

　5（0.1）

（１）性別・年齢別件数 

● 多いのは 75 歳以上の女性 

 性別でみると、「女性」は 64.8％（2,695 件）、「男性」は 35.2％（1,463 件）で女性

の方が多かった。 

また、年齢別にみると、65 歳以上 75 歳未満では 44.3％（1,843 件）、75 歳以上では

55.7％（2,315 件）であり、75 歳以上の方が家庭内でけがをした人が多くなっている。 

  

（２）危害の程度 

● 高齢者の事故は中等症以上の重い症状に 

危害程度別では、「軽症」79.0％（3,285 件）、「中等症」18.2％（758 件）、「重症・

重篤症」2.4％（99 件）、「死亡」0.4%（16 件）となっている。 

65 歳未満をみると、「軽症」88.7％（7,240 件）、「中等症」10.8％（882 件）、「重症・

重篤症」0.4％（36 件）、「死亡」0.1％（5 件）であることから、高齢者の方が中等症

以上の重い症状の割合が高いことがわかる。 

また、高齢者のうちでも、75 歳未満は「軽症」81.2％（1,497 件）、「中等症」16.8％

（309 件）、「重症・重篤症」1.7％（32 件）、「死亡」0.3％（5 件）であるが、75 歳以

上は「軽症」77.2％（1,788 件）、「中等症」19.4％（449 件）、「重症・重篤症」2.9％

（67 件）、「死亡」0.5％（11 件）であり 75 歳以上のほうがさらに重症化する割合が高

い（図 2 参照）。 

※病院危害情報における危害の程度の定義    

軽症：入院を要さない傷病  

中等症：生命に危険はないが、入院を要する状態 

      重症：生命に危険が及ぶ可能性が高い状態  

重篤症：生命に危機が迫っている状態 

死亡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死亡は 65 歳未満では 0.1％（5 件）であるが、65 歳以上は 0.4％（16 件）である。

高齢者のうち、75 歳未満では 0.3％（5 件）、75 歳以上が 0.5％（11 件）で 75 歳以上

の方が多い。 

図２ 危害程度別件数（割合） 
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死亡の原因でもっとも多かったのは熱傷の12件であり、高齢者の熱傷519件中2.3％

が死亡事故であった。事例を見ると、熱傷のうち 6 件は風呂場の湯によるやけど、5

件は着衣着火、１件は電気カーペットでの低温やけどから腎不全の合併症を起こした

ものである。着衣着火の火元となったものはストーブ、ガスコンロ、ローソク、炭こ

たつ、ゴミ焼きのたき火である。他は屋根、脚立からの転落 2 件、餅をのどに詰まら

せたことによる窒息などであった。 

 

（３） 危害内容 

● 高齢になるほど骨折が増加 

 危害内容では、「打撲傷・挫傷」45.8％（1,906 件）が最も多く、次いで「刺傷・切 

傷」16.1％（669 件）、「骨折」14.7％（612 件）、「熱傷」12.5％（519 件）の順である。 

 65 歳未満の骨折（6.7％、544 件）と比べると、高齢者の方が 2 倍以上多いことにな

る（図 3 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

20 歳以上 65 歳未満 

65 歳以上 75 歳未満 

図 3 危害内容 

75 歳以上 

65 歳以上 
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65 歳以上でも 75 歳未満、75 歳以上ともに「打撲症・挫傷」がもっとも多いが、75

歳未満では「刺傷・切傷」が 2 位、「熱傷」が 3 位、「骨折」が 4 位である。それに対

して、75 歳以上では、2 位が「骨折」となり、高齢になるほど骨折が多くなることが

わかる。 

危害の程度別に見ると、「軽症」の場合は、「打撲傷・挫傷」55.1％（1,810 件）、「刺

傷・切傷」18.6％（611 件）、「熱傷」11.6％（382 件）、「骨折」3.9％（127 件）の順

であるが、「中等症」の場合は、「骨折」55.5％（421 件）、「熱傷」15.0％（114 件）、

「重症・重篤症」の場合は、「骨折」64.6％（64 件）、「頭蓋内損傷」13.1％（13 件）、

「熱傷」11.1％（11 件）である。「死亡」は「熱傷」が 75.0％（12 件）を占め、他は

「打撲傷・挫傷」、「頭蓋内損傷」、「窒息」などであった（別表参照）。 

 

（４） 危害部位 

● 大腿のけがは重症化しがち 

 危害部位では、「頭部」25.1％（1,043 件）がもっとも多く４分の１を占める。65 歳

未満では「手指」が 33.6％（2,744 件）である。 

危害程度別に見ると、「軽症」では「頭部」が多いが（28.9％、951 件）、「中等症」、

「重症・重篤症」では「大腿」（22.6％：171 件、34.3％：34 件）、「死亡」では「全身」

（62.5％：10 件）が 1位である（図 4参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

  

 

  

 

図４ 危害部位 
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※ 不 明 ・無 回
答 除 く

65 歳以上でも、75 歳未満では「頭部」が多い傾向は同じであるが、75 歳以上に比

べ割合は約 7％低く、2位の「手指」が 15％近い。75 歳以上は「頭部」が 3割近く、2

位が「大腿」で 1 割近い。頭部や大腿のけが、骨折が多いという傾向が高齢者の事故

が重症化する要因であると思われる。 

 

（５）事故発生場所、事故時の行動 

● 居室や階段で歩いているとき 

家庭内のどこで危害が発生しているかでは、「居室」25.8%（1,072 件）、「階段」13.1%

（543 件）、「台所」11.9%（495 件）が多い。65 歳未満では「台所」がもっとも多く 32.8％

（2,677 件）である（図 5参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事故時の行動は、「歩いていた（階段の昇降を含む）」がもっとも多く 29.0％（1,205

件）、3割近くを占める。それに対して、65 歳未満では「調理」が 25.0％（2,039 件）

であり、高齢者は家の中で歩いている（階段の昇降を含む）時の事故が多く、65 歳未

満では台所での調理中の事故が多いことがわかる。 

 65 歳以上でも 75 歳未満は「台所」での事故が「階段」よりも多い。しかし、75 歳

以上では「居室」以外は少なくなる。 

高齢者ではスポーツ中の事故はなかった（図 6 参照）。 

図５ 事故発生場所２ 
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危害発生場所別に事故時の行動を表 1にまとめる。「居室」や「階段」を普通に「歩

いていた」ときや、「台所」での「調理中」、「浴室」では「入浴中」など、ごく一般的

な行動時に事故が発生している様子が伺える。 

一方で、階段や玄関、廊下などは歩いている（階段の昇降を含む）際に危害が発生

している場合がほとんどであるが、事例を見るとよろけて転倒した、つまずいて転倒

したという例が多い。浴室では入浴中、台所では調理中に危害が発生しているのは当

然であるが、浴室では入浴以外にでも湯加減を見に行った際に浴槽に転落したり、す

べって転倒したりする例がある。台所は調理以外にも出入りの多い場所であるだけに、

床で滑ったり、やかんにぶつかったりしてやけどをするなどの事故も起きている（別

表参照）。 

図 6 事故時の行動 

20 歳以上 65 歳未満 65 歳以上 

65 歳以上 75 歳未満 75 歳以上 
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％ 31.0 13.5 10.6 6.6 85.8 60.8 11.1 9.7 3.2 30.7 10.2 79.1 8.4

※　＊は具体例を示す
※その他を除く、10件以上を記載

1,072 495 313 239

居室 台所 庭 浴室

 

 

 

（６） 危害の原因となった商品・設備 

● 多いのは階段と床 

 危害の原因となったもの（商品等）は、「階段」が 13.4％（557 件）ともっとも多く、

次いで「床」9.9％（410 件）、「ベッド」4.7％（197 件）、「浴室設備」3.9％（163 件）、

「包丁」3.4％（142 件）の順である。 

65 歳未満では、「包丁」が 14.1％（1,150 件）と最も多く、次いで「階段」12.4％

（1,015 件）、「天ぷら油」3.5%（286 件）、「ドア」3.5％（285 件）、「他の調理器具」

3.3％（266 件）の順である。 

「階段」は、65 歳以上は 1位、65 歳未満も 2位である。高齢者の場合は他に「床」、

「玄関」、「浴室設備」、「ドア」など住宅設備での事故が上位になっている 

65 歳以上でも、75 歳未満は「階段」がもっとも多く 13.7％（253 件）であるが、75

歳以上になると「床」（13.3％、308 件）と「階段」（13.1％、304 件）がほぼ同率であ

る（別表参照）。 

 

（７） 事故のきっかけ 

● 転倒・転落で重いけが 

 事故のきっかけは、転倒と転落をあわせた割合が 65 歳未満では 22.9％（1,868 件）

なのに対し、高齢者では 56.2％（2,337 件）と高い。高齢者のうちでも、75 歳未満で

は 47.7％（879 件）であるが、75 歳以上では 63.0％（1,458 件）と年齢が上がるにつ

れて転倒や転落による事故が多いことがわかる。 

 65 歳以上でも 75 歳未満では、転倒が 27.1％（500 件）、転落が 20.6％（379 件）と

大きな開きはないが、75 歳以上では転倒が 44.8％（1,037 件）と半数近くを占める。 

 危害程度別に見ると、軽症では 52.4％（1,720 件）、中等症で 70.7％（536 件）、重

表１ 危害の発生場所別事故時の行動 
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症・重篤症では 78.8％（78 件）と症状が重くなるほど転倒・転落の割合が高くなる。

しかし、死亡では 18.8％（転落 3件）とそれほど多くない（別表参照）。 

 事例を見ると、階段から足を滑らせての転落、居室の床での転倒、ベッドから降り

る際の転倒、トイレから廊下に出たところでの転倒などが多くなっている。 

 

２．主な事例 

（１）階段・床での転倒・転落による骨折 

 【事例 1】 

  階段の 2 段目で転倒し、臀部と後頭部を強打した。翌日腰痛があり受診。腰椎圧

迫骨折と小脳に出血があり重症。               （83 歳 女性） 

 

 【事例 2】 

  夜中の 2 時ごろ、トイレにいって部屋に戻ろうとして段差につまずき転倒。左大

腿部を骨折し重症。                     （78 歳 女性） 

 

 【事例 3】 

  トイレから廊下に出たときつまずいて転倒。左関節痛を訴えたため救急車で来院。

左股関節を骨折して重症。                  （86 歳 女性） 

 

（２）浴室での転倒・やけど・突然死 

 【事例 4】 

  自宅で風呂に入ろうとして滑って転倒し、浴槽に頭から転落し水を飲んで溺れか

けた。重症。                        （86 歳 女性）   

 

 【事例 5】 

  風呂の湯加減を見に行った際、誤って熱湯の浴槽に転落しやけどし死亡した。 

                                （85歳 女性） 

 【事例 6】 

  風呂に入っており、家人が 15 分おきに様子を見に行っていたが、しばらくしたと

ころ、顔面がお湯につかり意識のない状態で発見された。死亡。 

    （74歳 男性） 

                  

（３）屋根・屋外作業での転落事故 

【事例 7】 

  庭のびわの木にはしごをかけてチェーンソーで木を切っていて、誤って転落した。

首の骨を折り重症。                      （78 歳 男性） 
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【事例 8】 

  自宅の屋根の修理を行うため高さ 1.5ｍの脚立に上っていて誤ってコンクリート

の地面に転落し頭部を強打した。救急車で運ばれたが脳ヘルニアのため死亡。 

                                （68歳 男性） 

 【事例 9】 

  約 3ｍの高さの屋根から足を滑らせて転落。下は地面。屋根の上に野菜を干して

ありそれを取りに行った。脳挫傷、全身打撲で死亡。       （91 歳 男性） 

 

（４）身の回りの生活用品での事故 

 【事例 10】 

  麦茶を沸かしたやかんを倒して下半身に浴びてやけどした。3度のやけどで重症。 

                                （81歳 女性） 

 【事例 11】 

  家の居間でこたつ布団につまずいて仰向けに転倒。腰部を骨折し重症。 

                                （89歳 女性） 

 【事例 12】 

  掃除機のコードにつまずいて転倒。胸部を骨折し重症。 

                                （67歳 女性） 

（５）着衣着火 

 【事例 13】 

  ローソクの火が衣服に燃え移り熱傷で死亡。          （71 歳 女性） 

                          

【事例 14】 

  味噌汁をつくろうとしてガスコンロの火が寝巻きに着火し全身熱傷で死亡。 

                                （79歳 女性） 

 【事例 15】 

  自宅前で不要物の整理のため焚き火をしていて着衣に引火し熱傷のため死亡。 

                                （75歳 女性） 

 

３．高齢者の家庭内事故の特徴 

（１）やけどは死亡原因のトップ 

 やけどは高齢者の死亡事故 16 件中の 12 件、4 分の 3 を占めている。やかんや鍋、

天ぷら油など調理中の事故の場合は比較的軽いものが多いが、浴室でのやけどは死亡

事故につながるほどの重大なものが多くなる。 

やけどによる死亡 12 件についてみてみると、6 件は浴槽で熱い湯に浸かったことに
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よるもの、5 件は着衣着火、1 件は低温やけどから合併症を起こしたものである。高齢

者のやけどは重症化、深刻化することがわかる。 

（２）浴室は要注意 

 浴室での事故は、浴槽で熱い湯に浸かってしまったことによるやけどの他、転倒や

突然死なども起きている。65 歳未満では、浴室設備は事故原因となった商品・設備の

8 位であるが、高齢者の場合は 4 位である。浴室は通常でも滑りやすい場所であるた

め転倒事故は多い。また、病院危害情報には事例は少ないものの、冬場の温度差や心

疾患と入浴の関係など、高齢者にとっては注意の必要な場所である（参考：1998 年 11

月「浴室内での死亡事故－入浴中突然死を防ぐために」）。 

（３）着衣着火は死亡事故につながることも 

着衣に火がつくことによるやけどの事故が意外と多い。コンロでの調理中やローソクか

ら袖口に火がついた、ストーブに近づき過ぎて火がついたなどである。 

死亡事故のうち、着衣着火 5 件の火元となったものは、ストーブ、ガスコンロ、ロ

ーソク、炭こたつ、ゴミ焼きのたき火である。 

（４）階段からの転落や床での転倒により骨折 

骨折の割合は 65 歳未満では 6.7％に過ぎないが、65 歳以上は 14.7％である。75 歳

以上になると 16.5％である。骨折のきっかけは転倒や転落であるが、高齢者の場合階

段などの高所から転落するだけでなく、居室や廊下、玄関などで転倒することが多く

なっている。転落・転倒しても打撲等ですめば軽症の場合が多い、大腿などを骨折す

ると中等症以上の治療に長期間を要する重いけがになる傾向がある。 

 階段や廊下などでつまずく、立ち上がったときによろけて家具にぶつかる、浴室か

ら脱衣所に上がる際に滑って転倒する、カーペットや座布団、布団や掃除機のコード

などに足をとられるなど、ちょっとしたことが転倒・転落の原因になっている。また、

就寝中トイレに行くためにベッドから降りたあとよろけて転倒するなどもあるので、

寝起きや夜中のトイレの際も要注意である。 

（５）高所作業中の転落 

最近は、高齢者が屋根での仕事や脚立や梯子に上がっての作業で転落する事故も多くな

っている。現役で働いている人も多いため、日常的な慣れた作業での事故と思われる。階

段や段差による転落は打撲症で済むことも多いが、屋根や脚立、梯子など高所からの転落

では重大な事故につながる場合が多くなる。 

65 歳未満では事故発生場所の「屋根・屋上」が 0.6%であるが、65 歳以上でも 0.6%と高

齢者も同じ割合となっている。 
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４．専門家からの助言 

  東京都高齢者研究・福祉振興財団 東京都老人総合研究所 

    「福祉と生活ケア」研究チーム研究部長 高橋 龍太郎氏 

 高齢期の事故は生活の大半を過ごす家庭内の、しかも居間（居室）などで発生する

ことが多い。特に後期高齢期の女性の占める割合が多く、しばしば骨折を合併する。 

このことは、高齢者の事故は危険な動作や作業に伴って起こるよりも、日常のなに

げない活動中に発生する可能性があることを示している。また、一人暮らしの高齢者

が増えて慣れない作業を自分でせざるを得ず、事故につながることもあるだろう。 

受傷の特徴としては、とっさの時、手で防御反応を取ることが難しくなって、頭頸

部の打撲や転倒・尻もちをつくことが増える。前者では、頚椎損傷によるマヒを、後

者では腰椎圧迫骨折による腰痛を起こすことが多い。 

日常生活の中で、立ち上がり動作、食事の後、排泄（特に排尿）、入浴中の四つの動

作は、自律神経活動が変化して血圧・脈拍の急激な増加・減少が起こりやすく、めま

い・失神など事故の誘因になることがある。その予防のためには日々の生活にメリハ

リをつけ、友人・知人との交流、趣味活動、家事・大工仕事など豊かな時間を過ごす

ことが大切である。 

高齢期には、視覚や聴覚機能が衰えてくる。例えば、ものがぼやけて視界が不鮮明

になったり、何かに気を取られると見えているはずの物に注意がいかなくなってしま

ったりする。予防のためには照明が届かない場所には足元ランプをつけたり、部屋の

色調と異なる色の家具にしたり、まめに片付けをする、などが効果的である。 

 熱傷や着衣着火による死亡事故も多い。このことに関連するのは手の巧緻性（器用

さ）の低下と感覚障害の出現である。どちらも、“手元が狂ってしまった”事故に直結

する可能性がある。完全な予防法はないので、そのような機能低下の事実を認識して

生活することが必要である。 

  

 

５．消費者へのアドバイス－高齢者の家庭内事故を防ぐために 

 ① 階段や床での転倒・転落事故を防止する 

・ 段差をなくす工夫をする。玄関では、段差を小さくするための式台などを置くと良

い。 

・ 階段、廊下、玄関、浴室などには手すりを設ける。 

・ 階段、廊下、玄関などには明るい照明や足元灯をつける。 
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・ 居室は整理整とんをし、床や階段などにつまずきそうな物を置かないようにする。 

・ すべりやすい靴下やスリッパははかないようにする。 

  ② 浴室での溺死、やけどを防止する 

・ 心臓などに負担をかけないように、家族が入浴した後やシャワーで給湯して浴室を

暖めてから入浴し、また、冬場は脱衣場も暖房して脱衣場と浴室の温度差を減らす

ようにする。 

・ 給湯やシャワーの湯温が熱くなりすぎないようにする。 

  ③ 屋根や脚立からの転落事故を防止する 

  屋根や脚立、はしごを利用して高所でする作業はなるべく本職の人や若い人に頼

む。また、一人での作業は絶対に避けること。 

  ④ 衣類に着火する事故を防止する 

    そでやすそが広がった衣類は火がついても気づきにくいので注意する。火が燃え

広がりにくい防炎性のパジャマ、エプロンなどを利用するのも効果的である。 

  ⑤ 窒息事故を防止する 

    食事の際は、お茶や水を飲んで喉を湿らせてから少しずつ、ゆっくりよく噛んで

食べる。餅など粘りのある食品を食べる場合は小さく切って食べること。周りの

人は、急に話しかけるなどしてあわてさせないように気をつける。 

  ⑥ もの選びの工夫 

  高齢者向けの安全性の高いもの、使いやすく工夫されたユニバーサルデザインの

ものも上手に利用する。 

 

 

情報提供先 

  内閣府国民生活局国民生活情報室 

 

 

〈本件連絡先〉 

                       独立行政法人国民生活センター 

                           商品テスト部危害情報室 

                            TEL 03－3443－6223 

                            FAX 03－3443－6209 



(別表)　家庭内事故の概要

20歳以上65歳未満 65歳以上

65歳以上詳細別

年齢階層別 危害程度別

65歳以上75歳未満 75歳以上 軽症 中等症 重症・重篤症 死亡

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

事故全体 15,291 6,569 3,051 3,518 5,139 1,259 151 20

うち家庭内事故 8,163 53.4 4,158 63.3 1,843 60.4 2,315 65.8 3,285 63.9 758 60.2 99 65.6 16 80.0

危
害
内
容

1位 刺傷・切傷 2,957 36.2 打撲症・挫傷 1,906 45.8 打撲傷・挫傷 754 40.9 打撲傷・挫傷 1,152 49.8 打撲傷・挫傷 1,810 55.1 骨折 421 55.5 骨折 64 64.6 熱傷 12 75.0

2位 打撲傷・挫傷 2,132 26.1 刺傷・切傷 669 16.1 刺傷・切傷 361 19.6 骨折 381 16.5 刺傷・切傷 611 18.6 熱傷 114 15.0 頭蓋内損傷 13 13.1 打撲傷・挫傷 1 6.3

3位 熱傷 1,525 18.7 骨折 612 14.7 熱傷 257 13.9 刺傷・切傷 308 13.3 熱傷 382 11.6 打撲傷・挫傷 92 12.1 熱傷 11 11.1 頭蓋内損傷 1 6.3

4位 骨折 544 6.7 熱傷 519 12.5 骨折 231 12.5 熱傷 262 11.3 骨折 127 3.9 刺傷・切傷 57 7.5 切断 3 3.0 窒息 1 6.3

5位 びらん・炎症（眼・
皮膚障害等）

289 3.5 異物の侵入 91 2.2 びらん・炎症（眼・
皮膚障害等）

58 3.1 異物の侵入 50 2.2 異物の侵入 88 2.7 頭蓋内損傷 16 2.1 打撲傷・挫傷 3 3.0 その他の疾病及び
諸症状

1 6.3

危
害
部
位

1位 手指 2,744 33.6 頭部 1,043 25.1 頭部 393 21.3 頭部 650 28.1 頭部 951 28.9 大腿 171 22.6 大腿 34 34.3 全身 10 62.5

2位 頭部 779 9.5 手指 449 10.8 手指 273 14.8 大腿 227 9.8 手指 405 12.3 上腕（肩）前腕 108 14.2 頭部 14 14.1 食道 2 12.5

3位 手掌・手背（手首） 728 8.9 上腕（肩）前腕 335 8.1 上腕（肩）前腕 153 8.3 胸部・背部 201 8.7 腰部・臀部 250 7.6 胸部・背部 82 10.8 腰部・臀部 10 10.1 胸部・背部 2 12.5

4位 足首から先（指を除
く）

559 6.8 腰部・臀部 327 7.9 腰部・臀部 142 7.7 腰部・臀部 185 8.0 顔面 234 7.1 頭部 77 10.2 膝・下腿 9 9.1 頭部 1 6.3

5位 上腕（肩）前腕 500 6.1 胸部・背部 321 7.7 膝・下腿 129 7.0 上腕（肩）前腕 182 7.9 胸部・背部 233 7.1 腰部・臀部 67 8.8 上腕（肩）前腕/手
指

6 6.1 膝・下腿 1 6.3

事
故
の
発
生
場
所

1位 台所 2,677 32.8 居室 1,072 25.8 居室 398 21.6 居室 674 29.1 居室 887 27.0 居室 161 21.2 居室 20 20.2 浴室 5 31.3

2位 居室 1,384 17.0 階段 543 13.1 台所 301 16.3 階段 292 12.6 台所 434 13.2 階段 137 18.1 階段 16 16.2 居室 4 25.0

3位 階段 979 12.0 台所 495 11.9 階段 251 13.6 台所 194 8.4 階段 390 11.9 庭 69 9.1 庭 9 9.1 台所 2 12.5

4位 庭 429 5.3 庭 313 7.5 庭 180 9.8 玄関 140 6.0 庭 233 7.1 台所 54 7.1 玄関 7 7.1 庭 2 12.5

5位 浴室 315 3.9 浴室 239 5.7 浴室 103 5.6 浴室 136 5.9 浴室 190 5.8 玄関 47 6.2 トイレ 7 7.1 屋根・屋上 1 6.3

原
因
と
な
っ

た
商
品
・

設
備

1位 包丁 1,150 14.1 階段 557 13.4 階段 253 13.7 床 308 13.3 階段 404 12.3 階段 138 18.2 階段 15 15.2 浴槽 5 31.3

2位 階段 1,015 12.4 床 410 9.9 床 102 5.5 階段 304 13.1 床 325 9.9 床 75 9.9 床 10 10.1 ガステーブル/脚立
/こたつ/住宅構成
材/ストーブ/他の
医薬品/婦人洋服/
もち/浴室設備/
ローソク／電気
カーペット

1 6.3
3位 天ぷら油 286 3.5 ベッド 197 4.7 包丁 93 5.0 ベッド 146 6.3 ベッド 156 4.7 脚立 38 5.0 玄関 7 7.1

4位 ドア 285 3.5 浴室設備 163 3.9 脚立 77 4.2 玄関 102 4.4 包丁 141 4.3 玄関 37 4.9 ベッド 6 6.1

5位 他の調理器具 266 3.3 包丁 142 3.4 浴室設備 66 3.6 浴室設備 97 4.2 浴室設備 135 4.1 ベッド 35 4.6 はしご／脚立 5 5.1

き
っ

か
け

1位 切る 2,475 30.3 転倒 1,537 37.0 転倒 500 27.1 転倒 1,037 44.8 転倒 1,176 35.8 転倒 315 41.6 転倒 46 46.5 その他 5 31.3

2位 接触する・さわる 1,387 17.0 転落 800 19.2 転落 379 20.6 転落 421 18.2 転落 544 16.6 転落 221 29.2 転落 32 32.3 転落 3 18.8

3位 ぶつかる・当たる 1,173 14.4 ぶつかる・当たる 573 13.8 ぶつかる・当たる 271 14.7 ぶつかる・当たる 302 13.0 ぶつかる・当たる 524 16.0 接触する・さわる 76 10.0 切る 4 4.0 接触する・さわる 2 12.5

4位 転落 965 11.8 接触する・さわる 423 10.2 切る 254 13.8 接触する・さわる 198 8.6 切る 369 11.2 ぶつかる・当たる 45 5.9 ぶつかる・当たる 4 4.0 誤飲・誤えん 1 6.3

5位 転倒 903 11.1 切る 410 9.9 接触する・さわる 225 12.2 切る 156 6.7 接触する・さわる 343 10.4 切る 37 4.9 その他 3 3.0 溺れる 1 6.3

期間　　　：2003年度～2007年度

情報収集先：全国20の危害情報収集協力病院

<title>病院危害情報からみた高齢者の家庭内事故－死亡原因のトップはやけど－<title>


